
の遠い とV,うことが与えるエD大 きな地理的な差にはむ しろ馴化を心がしいる｡これは大変にもった

いないことだO しかし専門化は,やむを得なV,習性だろう｡

この小文で云いたV,ことは,その多様のなかに専門を持っその持 ち方である｡ どうして,地理学

者 とLnえば,だれもかも地形であり.気候であD,都市であり,経済であり,その他若干なのであ

ろうか.雰囲気の達V,,ホテルの違い,食事の達V,をどうして扱おうとしなVle)かoそれは伝統 と

いうものであろうOそ して - これが一番云tJlたいことなのだが - その伝統 とは,男性が.男性

たる制約の上に作 りあげた伝統なのだO地理学を学ぶ女性が,どうして男性の伝統を受け継 ぐこと

VC努力しなければならか^のだろう｡ キムチの作 9万などは,男性vcは深入 9することのできない

領分なのだO しかし,そこVCは,その民族の生存を支配する食物の知恵がこめられてV,るのだO北

に行 くほ ど, どうして料理が一層からくなるのだろうか｡単なる偶然的,あるVlは歴史的習慣であ

るとは思えない.寒さに上るカロリーの消耗を穀類の大量摂取でかぎ覆う知憲だとV>うようなこと

はなV,のだろうかo

食物一つとっても無限VC深 く,広 く問題 はひろがる.午,学問を学ぶ女性の多 くは,好む と好す

ぎるとVCかかわらず,家庭で大根を刻せざるを得 なくなるだろ｡ その時,その刻み方にも秘められ

た歴史 と風土の背景に想hをV,たして研究を続けることはで きなV,ものだろうか｡地理学評論に,

そうL̂ う文性の大論文を見ることができたら,何 と楽 しV,ことだろうと想像する.

1972.10.13 韓国からの帰途,山陰線e)車中にて｡

松井先生 より学んだ こと

原 高 則

このような題でものを書 くことは大げさをことを好まれたV>先生には御迷惑か とも思いましたが

松井先生退官記念号 ということで近況報告をかねて想V,出をつづりますO

研究室から越谷市の中学校-転出 して9年目にな9ました. どうやら妻を迎えることができ47

年 4月上り越谷市蒲生-ささやかな新居を構えました.勤務先も相手が同僚だった関係で私の方が

越谷市立富士中学校へ変 りました.校名こそ日本一を目指す富士中ですが毎年 1万人の人口増があ

る越谷市では教育行政がこれVC追いつかずプレ-ブ校舎から出発 した新設校です. ト])ブル ･プレ

イならぬ結婚 ･転勤 ･新居建設が重たっただけVCこの3月から4月vcかけてVj:大変にhそがしい思
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いなしましたO

思V'おこせば松井先生vcお世話になったのは早稲EBでの 4年の地誌のゼミとお茶大の研究室での

2年間でしたO しかし助手 として親しくそばにおV,ていたゝVlたのでお茶大生以上vc薫陶を受けた

と思います｡学生時代には授業が丁寧で物静かな方とvlう印象を受けました｡さらに私が先生のお

人柄VC深く接することができたのは個人的に就職のお世話をV,た いゞた時,助手 としての 1年間だ

ったと思V,ます｡学校を卒業する頃.先生からある私立佼の紹介をLnたゞき,結局御好意を無vcす

る結果になりましたが,授業が終 った都度,何回もの礼儀正 しL̂文面のお手紙で仲介の労をとって

いたゞく中で人を紹介するめん密な配慮を感じました｡その時成績表を提出することを求められた

ことがありせした.学業にさほ ど自信がなく,語学はもちろん専門科目にも合格点ぎ9ぎ少の点が

ずらDとあったのですから冷汗ものでした.成績表をじっと見っめられ先生が, ｢私は学校秀才は

好まをV,e人間は鈍重な位がかえってエVlのです上O｣と言われたのが今でもうれしく耳に残って

いますO

毎日の研究室の生活では規則正 しいということが印象に残 っています.講義は きちん と記録され

ており,毎年講義の原稿は修正され学期中の多 くの時間はこのために費やされてV,たと思いますO

しかも日曜や学校の休業中は那須野を中心に研究に専念されていせした｡講義 と専門の研究を時期

や週に上って規則的に時間配分され教育を大事にされた研究者の態度だった と思いますO -昔が過

ぎエうとする時点での感想で誤せりもあると思t̂浸すが先生から計画性とt̂うこと,継続すること

の大切さを教えてhただきましたO

不肖の教え子の無沙汰にもかかわらず先日は挙式vc遠路かVlでいた ゞき温顔を拝見しました｡変

らぬ御健勝と退官の後も益々研究a)発展をお祈 bVlたしますO
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